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　11月16日から23日にかけてうつくしま県民の翼「国際協力
活動コース」の派遣団が中国を訪問した。メンバーは団長、副
団長、大学生５人、社会人２人、通訳やその他のお世話をす
るため同行した国際交流員の私を含めると10人。15日に、郡山
市に集まり、訪問先の概要、視察の時の役割分担、中国の基礎
知識などの事前研修を行った。
　そして、出発の日が来た。16日に福島空港を利用して東方航
空のMU542便に搭乗して、上海に向かった。３時間後、上海
浦東国際空港に到着、近くの空港のレストランで夕食をとって
から、国内線で北京に飛んだ。当日の夜12時ごろ、ようやくホ
テルに入った。
　翌日、まず、国際協力機構（JICA）中国事務所を視察した。
JICAの事業として、研修員の受入、専門家の派遣、開発調査、
青年海外協力隊の派遣など、特に、海外協力の意義、日本の国
益との関係について、当事務所の担当者からいろいろ説明を受
けた。午後に訪問した中国リハビリテーション研究センター
は、JICAによる技術協力援助が1986年から始まり、1989年に
完成した施設だ。いまも、JICAの専門家が活躍している。国際
協力の現場の視察を通して、その意義を改めて感じた。
　三日目は文化遺産視察、世界でも有名な万里の長城、故宮博
物館を見学した。翌日は飛行機で中国の中部の都市――武漢
に向かった。着いてから、すぐに湖北省人民政府外事弁公室を
訪問、同省の国際交流の現状を聞いた。1994年、湖北省と本県
は「人材と技術の交流に関する同意書」を締結して以来、様々

な交流を行っている。これから、民間が主体としての交流がさ
らに活発になることを期待していた。
　五日目、武漢市で湖北省環境科学研究院と湖北省林業勘察設
計院を訪問した。長年、湖北省から環境、林業方面の研修員が
本県に派遣され、技術研修を行い、その研修員たちは中国に帰
国後も活躍している。当日はJICAと中国が連携して建設した
林木育種センターを視察、同センターの中日双方の責任者から
プロジェクトの説明を受けた。また、武漢市人民政府外事弁公
室を訪問、責任者から市の国際交流と外事弁の機能を説明して
もらった。
　六日目、武漢市から70キロ離れている黄石市に行き、日本か
らの青年海外協力隊員が勤務している黄石市中心病院と湖北
師範学院を視察した。師範学院では大学生と交流会を行って、
会津磐梯山の盆踊りを全員で踊り盛り上がった。
　七日目、武漢市の名所、東湖、黄鶴楼、博物館を視察した後
に、上海には夜到着した。車でネオンと高層ビル、またバンド
と浦東のテレビ塔を見て、中国の視察を終えた。翌日に、上海
――福島便で帰国した。
　ハードスケジュールではあったが、国際協力の現場を見るこ
とができて、団員の皆さんは国際交流、国際協力に対して理解
を深めて、将来に向けて、自分たちが国際協力に対し、どのよ
うに貢献していくかを考える意義深い研修となった。
　今回の視察に御協力いただいた日中の関係の方々に心から
感謝したい。
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